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「浦添市議会 議場ヒアリングループ設置確認 & 議⻑表敬訪問」

「聞こえない、分からないを楽しむ︕演劇ワークショップ」

「2019年度 第1回 美ら島きこえのシンポジウム 〜 旅の思い出に彩りを 〜」

2019年12⽉15⽇、浦添市の市議会議場にて、補
聴⽀援システム「ヒアリングループ」が導⼊されたとの連
絡を受け、理事⻑含む会員3名で、運⽤状況を確認
に向かいました。

市議会議場に設置されたヒアリングループは、調整が
不⼗分な状態であり、本会からの細かい調整作業の
結果、本来の実⼒を発揮できる状態となりました。今
後、議場を訪れる多くの難聴者の⽅々に有効活⽤さ
れていくと思われます。
議場での体験と調整を終えた後、浦添市議会の島
尻議⻑を表敬訪問し、浦添市におけるきこえの社会
資源の充実の
必要性を強く訴えました。

2019年12⽉19⽇、チームスポットジャンブル様との共
催で、聞こえない・わからない状況をあえて楽しもう︕を
コンセプトに演劇ワークショップを開催しました。

ジェスチャーしりとり伝⾔ゲームでは、参加者の愉快
なジェスチェーが場を盛り上げ、終始賑やかな雰囲
気で進みました。また、3チームに分かれて⾏った即
興演劇では、⾔葉を介さずに気持ちや情報を伝える
難しさと楽しさ、⾯⽩さに気付かされました。

健聴者と聴覚障害者の間にある⽬に⾒えない壁をど
うやって取り払っていくのかの問いに対しての答えが⾒
つかったように感じました。



コメント

今年度は、定例会や会報誌の発⾏、きこえの個別相談、⾏政向け講習会の開催等を実施し、それらに加え他団体との共催事業
（演劇ワークショップ）、きこえの環境整備の充実を⽬的とした⾏政請願、きこえのシンポジウム開催等を⾏ってきました。事
業を通じて沖縄県の多くの⽅々に「きこえ⽀援」の必要性と有効性を広く啓発できたと実感しております。本会は、難聴者やろ
う者が楽しく充実した暮らしができるよう今後も、多くの⽅々のご⽀援とご理解を頂きながら活動して参ります。本会の活動に
ご興味をお持ちの⽅は、いつでもお気軽にお問い合わせ下さいませ。

2020年2⽉16⽇、浦添市てだこホールにて、聴覚
障害者の観光アクセシビリティをテーマに「2019年度
美ら島きこえのシンポジウム」を開催しました。

⽯川県より、⾦沢観光⼿話案内「かがやきR」代表、
吉岡真⼈⽒を講師に迎え、観光地に⼿話ガイドを設
置するためにどう動いてきたか、なぜ⼿話ガイドが必要
なのか等をご講演頂きました。

パネルディスカッションでは、パネラー4名から、沖縄の
観光アクセシビリティ向上に向けた貴重な提⾔を頂き
ました。美ら島きこえのシンポジウムは次年度も開催
予定です。


